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　近年の情報技術の加速度的な発展により、あらゆる分野におけるビッ
グデータや人工知能の活用、車の自動運転技術や音声認識技術などの実
用化が急速に進行しています。我が国は先進諸国に先駆けて著しい少子
高齢化を迎えており、これらのテクノロジーの十分な活用をすることな
しには社会を維持していくことができないことが自明となっています。
このような状況を背景に、政府はSociety5.0と呼ばれる構想を提示し、
テクノロジーの社会実装によって支援されるこれからの社会を描いてい
ます。
　このような社会を支えることになる現代の子供たちは、将来どのよう
な道に進む場合でもテクノロジーの活用を避けることはできません。テ
クノロジーを理解し、日頃の問題解決に活用し、豊かな生活や社会の実
現を描いていくことができる人材育成が学校教育の課題となっていま
す。

　文部科学省が作成している新学習指導要領では、これからの時代で必
要となる資質・能力の３つの柱として、「知識及び技能の習得」、「思
考力・判断力・表現力等の育成」、「学びに向かう力・人間性等の涵
養」が示されています。そのために各学校において、主体的・対話的で
深い学びに向けた授業改善が求められているところです。このような授
業の実現のためには、必要に応じてICTを活用しながら、多様な情報を
収集し、問題と正対させて判断して選択し、整理・共有し、相手の状況
に応じて表現したり、情報の真価を冷静に判断してコミュニケーション
を円滑にするような学習活動を支える“情報活用能力”が必要です。情報
活用能力は、このような学習活動の基盤になる資質・能力として、言語
能力、問題発見・解決能力と並んで新学習指導要領に位置付けられまし
た。つまり、情報活用能力の育成が、これからの学習活動の充実を規定
するということです。

　「みやぎ情報活用ノート」は、宮城県教育委員会・仙台市教育委員
会・LINE株式会社が共同で、宮城県内全ての児童生徒の発達段階に応じ
た情報活用能力の育成及び向上を図ることを目的に作成いたしました。
　上記のような新学習指導要領の趣旨を踏まえながら、学校のICT環境
の整備を推進するとともに、児童生徒の情報活用能力の育成について、
より具体的に取り組むことができるよう、活動スキル、探究スキル、プ
ログラミング、情報モラルの４つに分類して、学習指導に資する資料と
して作成しました。ここに掲載されている学習活動がどのような情報活
用能力の育成につながるかが分かるよう内容構成の工夫を図りました。
　「みやぎ情報活用ノート」の活用を通じて、これを活用する宮城県内
全ての先生方の授業実践が、児童生徒の情報活用能力の育成及び向上に
つながる一助となれば幸いです。
　最後に、宮城県内の各学校における情報化の更なる推進が、これから
の先の見えない社会の激流を乗り越えるための資質・能力の習得につな
がり、これからの未来を担う子供たちのより深い学びの実現に結び付く
ことを願っております。
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